
 

（ 計 画 名 ） 都市整備区域建設計画 

（策定主体） 愛知県・三重県 

（地域の課題） 

 ○ 中部国際空港、愛・地球博の成果・理念を活かしながら、世界に発信する

産業・技術の中枢圏域としてさらなる発展が期待されており、本区域の拠点

性の向上、循環型社会の実現、広域交通ネットワークの整備を推進する必要

がある。 

○ 大規模地震発生の切迫性の高まりや災害の教訓・課題等を踏まえながら、

あらゆる災害に対応できる防災対策を確立する必要がある。 

 

（計画の概要） 

(1) 様々な分野での国際的な交流拠点づくり 

 ○ 名古屋都心部における国際的な業務や高次の商業機能等の集積強化に向

け、産業労働センター(仮称)及びささしまライブ２４地区整備を推進する。

 ○ 中部臨空都市や四日市地区等で、燃料電池や水素をはじめとする様々な新

エネルギーの実証フィールドの集積、研究開発機能の導入をめざす。 

 ○ 民間経済団体等との連携による国際会議や見本市、大規模イベントなどの

コンベンション・メッセの誘致・開催を検討する。 
 

(2) 環境先進圏域の形成 

 ○ ごみの減量化、廃棄物の適正処理の推進などにより、3R を基調とし環境

負荷が低減された持続可能な循環型社会(ごみゼロ社会)の実現をめざす。 

 ○ 燃料電池等新エネルギーの開発・普及、パーク・アンド・ライドの実施を

はじめとする交通需要マネジメント施策など自動車環境対策を推進する。 

 ○ 伊勢湾の再生に向け、水質の浄化対策、水循環の再生及び多様な生態系の

回復などに向けた取組を推進する。 
 

(3) モノづくり産業の国際競争力の強化 

 ○ 本社機能や研究開発機能の集積、モノづくり人材及び新産業の育成を図る

とともに、中部国際空港、指定特定重要港湾の名古屋港及び四日市港などグ

ローバルな産業活動を支える国際交通基盤の重点的な整備を推進する。 

 ○ 国際交通基盤の中部圏全体での活用に資する、第二東名・名神高速道路、

名古屋環状 2 号線、東海環状自動車道等広域交通ネットワークを整備する。
 

(4) 安心・安全を実感できる地域社会の形成 

 ○ 住宅や公共施設の耐震化の推進、海岸堤防等の整備及び地域防災力の強化

等地震防災対策を計画的・効率的に推進する。 

 ○ 人にやさしい街づくりや、全ての外国人が住民として安心して暮らせる社

会(多文化共生社会)の実現に向けた取組を推進する。 
 


